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[燎おじ箱兵[棋讐
していたものを、祖先の霊を迎える道じるべとして小高い丘に集落の戸

数だけワラを束ねて燃やしたことが始まりとされ、その後、墓地のほか、

山の尾根づたいや沢づたい、あるいは川原にたいまつを灯して祖先の霊

を迎える地域ぐるみの行事になつたようです。
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